








要約:出生年度別に、小学生における HBs 抗原・抗体陽性率の推移を見ると、S.53 年度生

れの児の HBs抗原陽性率は 0.9%, HBs抗体陽性率は 2.1%であった。その後、部分的な、HB

ワクチンの治験による母子感染防止の実施によって、公費負担による母子感染防止対策事

業が開始される直前の S.60 年度生まれの児では、HBs 抗原陽性率は 0.2%, HBs 抗体陽性

率は 0.7%と低下していた。

  このことにともない、岩手県内で見られた小学生における HBV 感染の地域差がみられな

くなった。


